
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

中心経営体

a a
a a
a a
a a
a a
a a
a a

計 a a

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

農地の貸付け等の意向
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３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

125,801 14,260

農地の所在（地番）
貸付け 作業委託 売渡

貸付け等の区分（㎡）

7人

　中心となる経営体への農地集積を図り、作業の効率化と規模拡大を目指すため三秋農業者連絡協議会が中心
となって地域全体で話し合いを進めていく。

認就

農業者
（氏名・名称）

認就

現状

A

　鳥獣被害対策を行いながら集落内の農地を可能な限り維持していく。それでもなお、耕作条件が悪く、後継者の
見つからない農地に関しては計画的に林地化を進めていく。

新規参入を促進する。

耕作条件の悪い、耕作継続が困難な農地は、荒廃化が進行する前に計画的に林地化していく。

属性
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今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積
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実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

４．７ｈａ

０ｈａ

（備考）

１２２ｈａ
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０．２ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 １７．８ｈａ

直近の更新年月日

－令和3年3月29日

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

三秋地区　上・下・端集落

市町村名

伊予市


